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られている。著者は、本研究の前の修士論文 (Phys，Rev. D84 (2011) 054502として最終的に公表された)で、
密震がゼロの場合に、クオーク質量が大きい領域での相転移温度をヒストグラム法で研究し、その臨界点を
特定した。本研究では、これを有限密度に拡張し、クオーク質量が大きい領域の臨界点がどのような化学ポ
テンシャル依存牲を持つのかを明らかにした。
修士論文の研究では、物理量として、グルオンのエネルギー密度に相当する「ブラケットjのみを考えた
が、本論文では、これを有線密度に拡張する場合に、クオークのエネルギー密度の自由度に対応するポリア
コフ・ループの実部も記述する 2変数の有効ポテンシャルを考えると、再重み付け法を効率良く適用できる
ことを示した。また、有限密度QCDシミュレーションに不鎚する符号問題が、臨界点近傍ではキュムラン
ト展開により回避できることも示した。これらにより、臨界点近傍で複素位相の効果が小さいことを示し、
クオーク質量が大きい領域での臨界点を化学ポテンシャルの関数として決定した。
審査の結果の要旨
この研究により、確率分布関数によって定義した有効ポテンシャルが、有限密度の l次相転移を検出する
上で強力な手法であることが示された。クオークが軽い現実的な場合における相転移次数を研究する上でも
有用と期待できる。論文の最後には、その方向に向けての研究や手法の展開についてもコメントされている。
博士論文として十分な水準に達していると認められる。
平成 25年2月 15日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、合格と
判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
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